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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性（情報提供）【中部電力】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「水道自動検針を活用した浸水エリア推定」を新たに取り組んでいく予定です。

水道自動検針を活用した浸水エリア推定について（情報提供）

（１）ハザードマップの被害想定エリアに電力スマートメーター（電力ＳＭ）を活用した水道自動検針を導入

電子式水道計器

通信端末
（防水型）

電力SM

通信影響等を判断して
その場所の浸水「可能性」
を判定

水道桝

■通常時は自動検針を実施 ■災害時は浸水を把握

（２）マッピング（地図上のプロット）により浸水エリアを推定

広域的な浸水被害
と判断

個々に水道桝が水没
（水はけが悪い場所）と判断

：浸水なし

：浸水可能性

（補足）自動検針用の通信端末を活用し、浸水センサーの設置も可能

■自動検針（業務の効率化等）＋浸水エリア把握（防災対策等）を１石２鳥で実施

※ 国土交通省「ワンコイン浸水センサ実証」へ新規参画するパートナーを募集中

電池消耗の小さい近距離通信
であるため、浸水可能性を
頻繁に確認・取得できる

通信端末（非防水型）

隔測表示器（既設）

浸水センサ

電子式水道計器で使用する端子とは異なる
空き端子に浸水センサーを接続し、ON/OFF

状態を監視することで浸水を検知

電子式水道計器

電子式水道計器



中部電⼒の取り組み

■停電ホームページ※2︓リアルタイムの停電状況が把握できます。 ■停電情報アプリ※2︓停電の通知が受けられます。

・⽔道技術研究センターA-smartプロジェクト※1で⾏政から出された意⾒
台⾵や地震で被害が出た際に、停電によって共同住宅のポンプが停⽌したことによる断⽔など、想定外の事象を経験した。電
⼒スマートメーターで停電範囲を把握できないのか︖また将来は⽔道⾃動検針で断⽔範囲を把握することはできないか︖

（１）防災に対する取り組み（停電情報の提供）

❶復旧状況 「設備確認中」「⼯事⼿配中」「⼯事中」で復
旧状況のステータスを表⽰

❷復旧⾒込 「調整中」「▲⽉●⽇中」「▲⽉●⽇午前中」
等で，復旧⾒込み⽬途を表⽰

❸停電理由 「⼟砂崩れによる電柱等の倒壊」「倒⽊による
電線断線・電柱折損」等で，停電理由を表⽰

※2 中部電⼒以外から電気を購⼊され
ているお客さまも利⽤可能
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現在、以下の地域で停電が発⽣しております。

静岡県榛原郡川根本町壱町河内
静岡県榛原郡川根本町上⻑尾
静岡県榛原郡川根本町久野脇
静岡県榛原郡川根本町下泉
静岡県榛原郡川根本町下⻑尾
静岡県榛原郡川根本町⽂沢
静岡県浜松市天⻯区春野町川上

■最新の情報は、以下のページでご確認ください。
(PC版) http://teiden.chuden.jp/p/index.html

停電の発⽣

ホーム画⾯ 地域選択画⾯ 通知画⾯

※1︓IoT、AI等のICTで⽔道事業の課題解決を図る産官学連携のプロジェクト

1 2 3
停電エリアを表⽰ 表⽰単位は1km四⽅単位

（⼀部，500m四⽅，2km四⽅あり）
※地図はイメージ画像です。

・中部電⼒の停電情報の発信（昨年度の台⾵15号を踏まえて、さらに機能アップ）

•庄内川河川事務所様を含む４者様と事前放流に関する協定を締結し、流出抑制に協⼒しています。
（２）治⽔に対する取り組み

選択地域の停電情報を
プッシュ配信

地域を選択
（最⼤５地域登録可能）
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